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t昔 之 E同 の 湧 泉 群

鮫 島 宣車 Z聖誕

芝川は その源を寓士宮市猪 之顕の湧疫に発Lている。 猪之顕は恐ら〈井之顕

より転じたもり主考えられ、 馬蹄形にめ くら Lた熔岩盤の各所から総Jl6トン

/秒以上の盤宮な湧皐があり .富士山首量。濁泉中三島湧泉群に次ぐ大規債のも

のである。

猪之顕湧県群はこの挫宮な水量と殆ど年聞を通じて草， !動りない釣 9tJという

低い水温のために、 大規模な県営費鱒池に利用されている。 この養鱈場は湧泉

群北端の最も優勢な湧泉下に設けられているが、 1 9 5 8年春の典常な潟水期

に開制以来初めての湧泉停止に見舞はれ大きな打撃を量産った。 場長の依願でー

日こ町湧泉群の概況を開査 Lたりで簡単に報告する。

猪之顕は西方町高峻な天子一毛無山稜に北東方から流下した富士熔岩が突当

り東方に尉〈谷に逆流し、 そのため北西・北東Eび東方を熔岩盤で図まれた盆

地状白地形が形成された所で . 西方から西南方にかけては不透水性の古富士泥

統より成る台地があり、 脚部を埋設された毛無山僧の急峻な山腹斜簡が吃立す

る。 毛無山 .雨ガ晶 ，根原 ，大室山，長尾山を結五;広大な受水面から浸透 L、

富士熔岩下を流れる地下 111が此所で熔岩盤下に現れて地表流となるものと考え

られ、 受水面の梅雀高度が高いために水温が甚だ低いのであろう。

湧泉は図示の如くほぼ南北 21[，.、 東西 11[，.の範囲に 15個所以上を数え、 昏

湧泉の湧出水量を目測した結果最北端の E4 . 1 5が最も優勢で、 西南部の 6

がとれに次き¥ 東南部の 01.び中央部の 10も優勢である。 8の地点では約 5

，協 の高さの構をつ〈る熔岩層の下面に多数の湧出点がならび‘ 白糸の掩の規模

を小さ <L.た観がある。 開査 Lた湧出点の湧出ホ量の合計は約 5.7ト'//秒と

なるが. 川床等に梢査洩れ(/)iJj出点もあろうから、 湧出III量は6トン/秒を越

えるものと推定される。拷之頭発電所の使用水量は約 8 トγ/秒で、 これは濁

県の水量に毛無山儲から流下する少量の地表水が加わ q たものである。

1 9 5 8年春り異常渇水のために湧出停止或は著 Lい波水が起勺たのは. 海

披高度の高い北部の 11.12.13.14.15 白 一群 だけで他。湧泉で は殆 1:'J匹響が
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なか。た。 その限界高度は約 707 m. 1 2地点では約 3m高度差のあ る上下

2渇泉の内上白方めは完全に渇れ下町もりは殆ど全く影響を受けなかった。 昔

;&の年でもこれら北部の湧ixの水量には多少の季節的変化が段。められる という。

地下 川の賦存状況は電気探査によ q て明かにな L得るが、 今回都査の濁泉分

布から大まかな推定を行い図に示Lたが、 費鱒織り潟水対策のため問繍西北方

の熔結台上に自噴弁戸を'>l'ち得る可能性は充分あるもの と考える。
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話量出量は目測位よる‘必は図 q)i詰出点に対応。
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